









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 12． Social Welfare in Japan: Principles and Applications, Trans Pacific Press, Melbourne, 2007.













































































史的展開　１総説  ２日本の社会福祉・高度経済成長と社会福祉の拡大・基礎構造改革の展開  ４
アメリカの社会福祉・アメリカ社会生成期の救貧と慈善」、Ⅳ「社会福祉の思想・理論と研究の
方法  ２社会福祉の理念と思想・自立の思想  ４社会福祉研究の方法と課題・社会福祉の対象、施














































































 5. 「児童養育の私事性と保育所」　熊本短期大学『熊本短大論集』№37 　昭和43年　所収
 6. 「親の児童養育責任と児童福祉」　熊本短期大学『熊本短大論集』№38 　昭和44年　所収
 7. 「現代における児童養育の特質－私事性と社会性－」　熊本短期大学『熊本短大論集』　№39 　昭
和45年　所収
 8. 「児童福祉における対象把握について」　熊本短期大学『熊本短大論集』№40 　昭和45年　所収
 9. 「障害児問題への接近」　熊本短期大学『熊本短大論集』№41 　昭和45年　所収
 10. 「児童福祉における対象の問題」　日本社会福祉学会『社会福祉学』№10 　昭和45年　所収










 16. 「わが国児童福祉の現状と課題」　鉄道弘済会『社会福祉研究』№24 　昭和54年　所収















































































 1. 『社会福祉論の展望 （下巻） 』（Ｐ．Ｅ．ワインバーガー著　小松源助監訳）ミネルヴァ書房　昭
和47年　（分担個所＝４－３「集団養護の再評価、５「家庭における処遇」、５－７「専門職とし
てのソーシャルワークの確立をめざして」）
 2. 『社会福祉論の展望 （上巻） 』（Ｐ．Ｅ．ワインバーガー著　小松源助監訳）ミネルヴァ書房　昭
和48年　（分担個所＝２－４「社会改良におけるソーシャルワーカーの役割」、５「政治的活動と
個別的処遇」、６「社会改良から社会保障へ」、８「政府と家族の役割」）
 3. 『現代アメリカの社会福祉論』（Ｐ．Ｅ．ワインバーガー著　小松源助監訳）ミネルヴァ書房　昭
和53年　（分担個所＝第Ⅰ部「ユダヤ主義とリベラリズム：保守的見解」、同「社会福祉の機能的
視点」、第Ⅱ部「福祉改革と家族扶助計画」、第Ⅳ部「スラムにおけるワーカーの体験：福祉は慈
善にすぎない」）
 4. 『アメリカ社会福祉の歴史』（Ｗ．トラットナ－著）　川島書店　昭和53年
 5. 『アメリカ社会保障前史』（Ｒ．ルバヴ著）　川島書店　昭和57年
 6. 『戦後社会福祉行政と専門職制度』（Ｎ．タタラ著　菅沼隆との共訳）　筒井書房　平成９年　（分
担個所＝第４章「ＳＣＡＰの活動とソーシャルワーク理論」、第５章「ポスト占領期ソーシャルワー
クの始まり」  結論）
〔８〕辞典等
 1． 『社会福祉の基礎知識』（項目執筆）（小倉襄二、小松源助、高島進編）　有斐閣　昭和48年
 2． 『社会福祉辞典』（項目執筆）（仲村優一、一番ヶ瀬康子、重田信一、吉田久一編）　誠信書房　昭
和49年
 3． 『児童福祉法50講』（項目執筆）（佐藤進、高沢武司編）　有斐閣　昭和51年
 4． 『ワークブック社会福』（項目執筆）（仲村優一、高沢武司、秋山智久との共編）　有斐閣　昭和54
年
 5. 『現代社会福祉事典』（項目執筆）（仲村優一ほか編）　全国社会福祉協議会　昭和57年
 6． 『現代福祉学レキシコン』（項目執筆）（京極高宣ほか編）雄山閣　平成５年
 7． 『社会福祉士・介護福祉士のための用語集』（項目執筆）（定藤丈弘、川村佐和子との共編）　誠信
書房　平成９年
 8． 『福祉社会辞典』（項目執筆）（庄司洋子ほか編）弘文堂　平成11年
 9． 『社会福祉士・介護福祉士のための用語辞典』（項目執筆）（川村佐和子、白澤政和との共編）　誠
信書房　平成18年
 10． 『社会福祉発達史キーワード』（項目執筆）（金子光一との共編）　有斐閣　平成21年
